






































軍事に携わった人々の数は、1780 年代に総人口のおよそ 20 パーセントに達したと推定されている 4）。
当時にあって、こうした変化を如実に感じとっていた人々もいた。たとえばこの時期、ヨーゼフの弟
であるトスカーナ大公レーオポルト（後の皇帝レーオポルト 2世）は、ウィーンを訪れるごとに軍の
勢威が高まり、国家が軍隊に従属しているような印象を受けると述べている 5）。また 1780 年にハプス
ブルク君主国を訪れた文筆家ヨハン・リースベックは、「人々は至るところで、厳しく服従を求める軍





















































































けさせるよう」通達を発した 28）。また同年に下オーストリアの所領 Herrschaftグフェールにて 13名の































































が将来に備え、金を出して兵役を逃れようと計らっているという」46）。18 世紀末から 19 世紀前半に
かけてのボヘミア北部の農村の日常および民俗を活写した小説『おばあさん』（ボシュナ・ニェムツォ









































































方、問題ある者ばかりを選定することがあるとも考えていた 62）。こうして 1716 年および 1770 年には、















する」とある 67）。また 1760 年に下オーストリアの村落ランゲンレーバルンにおいて作成された村法
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設けるよう請願したが、この願いが実現したのはようやくフランツ・ヨーゼフ 1世（在位 1848 ～ 1916）
の代になってからだと述べている 78）。




































































































































































る兵舎の数は増えていった。諸身分が兵舎に関して費やした金額は、1723 年までに、およそ 49 万グ
ルデンに達した 125）。
（4）領主





よそ 18 世紀初頭まで意味を失いはせず、この機能に関する怠慢は、保護権 Vogteiの喪失につながる




















































の村落集会で作成された「見解 Observationes」の第 14 条には、「軍の移動および宿営に際しては、他
の様々な事態における場合と同様、領主はまったく正当にして神意にかなう公正を保持すべし」とあ

































































































は書ききれない」と記録している 159）。そして平時であっても、たとえば 18 世紀の第二四半世紀の南
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